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サステナビリティ推進体制新規事業創出に向けた取り組み
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サステナビリティ経営方針

サステナビリティ推進委員会

出席メンバー

主な役割

● 委員長：サステナビリティ推進担当役員
● 委　員：主要部門および子会社の
　　　　サステナビリティ推進責任者

グループ全体におけるサステナビリティ課
題への取り組みの推進
● サステナビリティ課題に対応する具体的
  な施策の立案および実施
● ステークホルダーや社会の要請を考慮し
  たサステナビリティ情報開示の検討

　当社グループは、経営層と実務部門が連携してグループ全体でのサステナビリティ経営の推進に取り組んでいます｡グ
ループ全体でサステナビリティへの取り組みを推進するため､中核事業会社である㈱ＧＳユアサに設置したサステナビリティ
推進委員会を中心とした体制を整備しています｡本体制では､当社取締役会の監督の下、取締役社長が｢サステナビリティ推
進最高責任者｣としてグループ全体のサステナビリティ活動を統括しています｡
　サステナビリティ推進委員会で協議された重要事項については、テーマに応じて㈱ＧＳユアサの経営層で構成されるサステ
ナビリティ委員会、または経営会議で協議を行い､効果的なサステナビリティ経営を実践するための方針について、フィード
バックします。サステナビリティ推進委員会は、このフィードバックを基に対応策や経営資源を検討し､取締役会の決議を経てグ
ループ全体に展開しています｡社外公表に当たっては取締役会が最終承認を行い､開示の透明性と信頼性を確保しています｡

サステナビリティ経営方針  ▶https://www.gs-yuasa.com/jp/company/philosophy.php
サステナビリティ経営の推進  ▶https://www.gs-yuasa.com/jp/sustainability/management.php

　当社グループは､企業理念に基づく経営の方向性を示すため、サ
ステナビリティ経営方針を掲げています｡これを支える基本的な枠組
みとして、将来に向けて当社グループが目指す姿を｢長期ビジョン｣､
その実現に向けた事業活動において従業員が遵守すべき基本原則
を｢行動指針(CSR方針)｣と､それぞれ定めています｡これらを推進す
るため､優先的に取り組む重要な経営課題として｢マテリアリティ｣を
特定しています｡マテリアリティを中期的な事業計画に反映するとと
もに､PDCAサイクルによる継続的な改善を通じて企業価値向上に
向けたマテリアリティの実効性を高めています｡
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報告

統括管理
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サステナビリティ委員会／経営会議

出席メンバー

主な役割

● 委員長：サステナビリティ推進担当役員
● 議　長：取締役社長
● 委　員：取締役および監査役

グループ全体における重要なサステナビリ
ティ関連事項の協議
● 重要なサステナビリティ課題に関する方針・
戦略の協議

● 重要なサステナビリティ課題への対応状
況に関するレビューおよびサステナビリ
ティ推進委員会への指示

各委員会の概要

■  サステナビリティ推進体制図

指示

　当社グループは長期ビジョン「Vision 2035」の実現に向け、中
長期的な成長を支える新規事業創出に取り組んでいます。対象領
域は当社が有する顧客基盤、技術、人材、販売網などの経営資源を
活用できる事業部周辺領域とし、既存事業とのシナジーが見込める
テーマを重点的に探索しています。
　特に、デジタル技術などを活用して既存製品に新たな付加価値を
加え、サービスとして提供する「コト売り」への展開や、既存製品・技
術の組み合わせによる新たな価値創出を通じて、機器販売にとどま
らない継続的な収益機会の創出を目指しています。
　この新規事業創出に向け、現在二つの活動を展開しています。一
つ目は、2022年に開始した全社公募型の新規事業創出プロジェク
ト「Bizチャレ」です。今年度は、より大型の事業創出を目指すため、
自由な発想を促しながらも、将来的に事業部が主体となって推進で
きるテーマへ磨き込むことを目標に「Bizチャレ‐Next Core‐」に
リニューアルしました。各事業を熟知しているメンバーを中心に、AI
も活用しながら、既存事業の成り立ち、顧客課題、市場変化、業界動
向、当社技術の活用可能性などを多角的に分析し、実現性と成長性
を兼ね備えたテーマの具体化を進めています。
　二つ目は、タスクフォース式の活動です。当社が培ってきた技術
シーズの社会実装や特定の領域での新事業化を目的に検討を進め
ています。本活動では、技術起点での事業アイデア創出に一層注力
しています。

■  これまでの成果と今後の取り組み
　これまでの成果の一つとして、蓄電所運営事業への参画があります。当社は、北海道札幌蓄電合同会社への出資に
加え、株式会社Sustechとの共同実証事業として滋賀県米原市に設置する系統用蓄電所の事業開発を進めています。
当社はこれまで、産業用蓄電池の販売を通じて、再生可能エネルギーの普及や電力系統の安定化に貢献してきました。
今後は、機器販売に加え、最適な充放電制御や運用収益の最大化といった運用ノウハウを提供し、サービス領域への事
業拡張を検討します。また、タスクフォース型の例とし
て、GSユアサ メンブレンでは、膜製品がAIDC関連需
要を取り込み、売上・利益ともに過去最高を記録しまし
た。当社グループが有する技術シーズが成長市場に結
び付いた事例として挙げられます。
　今後は、これまでに着手した案件を着実に推進すると
ともに、外部パートナーとの連携やM&Aも選択肢に入
れながら、新規事業開発のスピードを高め、これらの取り
組みを具体的な成長成果につなげることを目指します。

※1 BMS(バッテリーマネジメントシステム)：
     電池の状態を監視し、安全な充放電を支える制御基板。
※2 パワーコンディショナ：
     蓄電池で貯蔵する直流電力を交流電力に変換するための装置。
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北海道札幌蓄電合同会社の詳細についてはこちらをご確認ください ▶https://newsroom.gs-yuasa.com/news-release/305
Sustech社との蓄電所運営の詳細についてはこちらをご確認ください ▶https://newsroom.gs-yuasa.com/news-release/371

［ Bizチャレ - Next Core - の対象領域 ］

価値創造に向けた「事業戦略および基盤戦略」 価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」


